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第1章 背景と目的 

近年，スマートフォン依存が問題視されている。 

スマートフォンの過剰な使用は学業成績や対人関係，身体的・精神的健康に影響を及ぼす

可能性があり，その予防と対策が重要な課題となっている。 

 スマートフォン依存に関する研究が進む中で，その背景にある心理的要因の解明が求めら

れており，近年の研究では承認欲求がスマートフォン依存に与える要因として注目されてい

る。加納(2019)では，承認欲求の高い者はスマートフォン依存になりやすい傾向であるとい

う結果が得られていた。このことからもスマートフォン依存の一要因として承認欲求が関連

しているということは大いに考えられる。承認欲求と言っても菅原（1986）によると，「他

者から賞賛され，好かれたい欲求」（以下：賞賛獲得欲求）と「他者から嘲笑されたり，拒

否されたくない欲求」（以下：拒否回避欲求）の 2つが想定されており，栗原(2023)では，拒

否回避欲求の方が賞賛獲得欲求に比べよりスマートフォン依存に強い影響を及ぼしていると

いうことが明らかになった。 

 だが，栗原（2023）の研究では拒否回避欲求の高低によるスマートフォン依存への影響の

検討はされていなかった。 

 そこで本研究では大学生を対象に，拒否回避欲求の高低がスマートフォン依存に与える影

響を明らかにすることを目的とする。 

 

第 2章 方法 

2.1調査対象者と調査期間 

 桜美林大学に通う大学生を対象に 2024 年 7月～11月の間 Webを用いた質問紙調査を実施

した。分析対象は 167名であった。 

 

2.2調査内容 

１）性別，学年，年齢などの基本情報。 

２）1日のスマートフォン利用時間 

３）賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度（小島,2003） 

４）スマートフォン依存尺度(仮称) The Smartphone Addiction Scale: Development and 

Validation of a Short Version for Adolescents (Kwon, Kim, Cho & Yang，2013)とスマート

フォン依存度アンケート(大塚・有田・梶田，2017)とスマートフォン依存傾向尺度(松島・石

川・林・橋本・毛利・中村・石垣・宮下，2017)の項目を参考にし，それらの質問項目に研究

者と指導教員が考案した質問項目を加えたもの 

 

第３章 結果と考察 

スマートフォン依存尺度の合計得点に対して二元配置分散分析を行った結果，拒否回避欲

求の高低はスマートフォン依存度に対して直接的な影響を与えていないことを示唆され，栗

原(2023)で，拒否回避欲求の方が賞賛獲得欲求に比べよりスマートフォン依存に強い影響を

及ぼしているということが明らかになっていたが，その高低は関係がないということが今回

の研究で示唆された。また，性別によるスマートフォン依存への影響は無い可能性も示唆さ

れ，拒否回避欲求に性別要因以外のほかの要因が掛け合わさることがスマートフォン依存を

高める可能性があるのではないかということが考えられる。 

また，1 日のスマートフォン利用時間に対して二元配置分散分析を行った結果，1 日のスマ

ートフォン利用時間において性差があるということが示された。これは性別によるスマート

フォンの利用目的によって生じる差ではないかと考えられる。伊熊（2016）によると，女性

は男性に比べ「コミュニティサイトへの参加」と「電話・チャット」利用が有意に高いとい

う結果が得られており，会話に熱中してしまうあまりスマートフォンの過剰使用に繋がるの

ではないかと考察されていた。本研究の結果もそのような要因によって生じたものではない

かと考えられる。 

また拒否回避欲求要因と性別要因に交互作用が認められ，単純主効果の検定を行ったとこ
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ろ，男性は拒否回避欲求が低い場合にスマートフォン利用時間が長くなる傾向であり，逆に

女性は拒否回避欲求が高いとスマートフォン利用時間が長くなる傾向であるということが示

唆された。この結果から，男性は心理的なストレスや不安を解消するためにはスマートフォ

ン以外の手段を用いり，拒否回避欲求などの心理的ストレスや不安が低い時に娯楽等の手段

としてスマートフォンを長時間使用するのではないかということが考えられる。また女性は

人間関係の維持や社会的な繋がりを重視することが多く，それをスマートフォンを用いて補

完しているのではないかと考えられる。 

最後に，本研究においていくつかの課題(改善点)を挙げていく。 

まず一つ目は，有効回答数が 167 名とサンプル数が十分でなかったことが課題として挙げ

られる。 

二つ目は，男女比が約 1：3 であった点も課題(改善点)として挙げられる。 

三つめは，各変数の高群・低群を分ける際に，1SD を使ったことにより更にサンプル数が

減ってしまった点も挙げられる。 

以上の改善点を改善しつつ，本研究で明らかにすることができなかった拒否回避欲求と掛

け合わさることでスマートフォン依存度を高める因子を明らかにするための研究を進めてい

くことで，スマートフォン依存の問題の解決・介入の一助になるのではないかと考えられ

る。 
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